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我が国宗教民俗文化における「左（手）の優越」

松永和人

私は，数年前，福岡県八女市近郊農村の研究調査ぞ実施していたとき そのムラの氏神祭記と（仏

式）の葬制とに，ともに，「左（手）の優越Jの事実が示されていることぞ知った。具体的にいえば，

氏神社にかざるシメナワが 「左ナイjであるとともに， 一方，その氏神祭記とは 「死のケガレ（不

浄）Jの観念の放に相反発する関係にある（仏式の）葬制上，かつて， 土葬であった頃．槍をしば

るナワ（「倍ナワ」）がまた 「左ナイJであったのである。以上のほか，氏神祭記上，いろいろな点

で， 「左（手）の優越Jの事実がみられる一方，不幸にして，死者を出した家の者は，「死のケガレ」

観の故に，一年間， 宮の鳥居をくぐらず，境内lζ足を踏みいれるとともなく，氏神祭把に参加しない

といったζとなどに示されているように 氏術祭記とはいわば相反発する関係lζある（仏式の）葬制

上にも，幾多の点で， 「左 （手）の優越」の事実が顕著にみられるのであった。私は，このような事

実に大きな関心をいだき，そのムラで幅広く調査をおζなうとともに，その後，北部九州のいくつか

のムラで，同じ調査をおζなってきているのであるが，いずれのムラにおいても， 同様な事実がみら

れるのである。その具体的な事例については，本論の末尾にかかげる参考文献を見ていただきたいが，

一例をあげれば，大分県豊後高田市近郊農村でも，以上のように 「シメナワ」と f棺ナワ」とがとも

に「左ナイ」であるという乙とのほかに秋祭りの「オミコシJ（「御神幸祭J）に際してミコシの

カツギ手がはくワラヲの絡が「左ナィ」であるとともに，その閉じムラで，かつて，土葬であった頃，

繕ぞかつぐ人がはいていた 「葬式ワラジJの緒が まだ 「左ナイ」であったのである。そのムラで

は，秋祭りの準備としての 「シメオロシJ一一ー（秋祭りの一週間前，古いシメナワと新しくなったシメナワ

とを取替える行事）ーーの後に死者が出て，その葬列がミコシが通る予定の道をどうしても横切らざ

るをえなかった場合，その横切った道の両脇三尺ずつ土をけずって土を入替えなければならなかった

ほど， 「死のケガレ」観が強かったと乙ろである。今日でも，死者の出た家の者は，氏神祭紀から遠

ぎかり，もしミコシをかつぐ当番にあたゥていたら，除外してもらい，また，一年間，鳥居をくぐる

ζと色なく，境内に足を踏みいれるζとも決してない。 ζのようなムラにおいて，前述のように，氏

神祭記上のワラフ一一（ミコシをかつぐ人のはくワラツ｝ーーと， 一方，かつて， （仏式の）葬制上に

みられたワラジ一一（繕をかつぐ人がはいていた「葬式ワラジ」） ーー の緒とが，ともに， 「左ナイJ

なのである。乙のように 「シメナワJ.「結ナワJとがともに「左ナイJであり．また，ミコシをか

つぐ人のはく 「ワラヅ」とともに 「葬式ワラヲJの絡がまた「左ナイJで。あったといったことなどに

典型的lζ示されているように 「浄J（氏神祭紀）と「不浄J（仏式の葬制）とにともに 「左 （手）

の優越」の事実が，私の知るすべてのムラにおいて，いろいろな点で，みられるのである。そのよう

な事実は， 1909年に発表されたロベール・エルツ（Robert Hertz）の「右手の優越一一宗教的両優

位の研究一一」（La preeminence de la main droi te : etude sur la polari te rel igieuse, The 

Preeminence of the Right Hand : A Study in Religious Polarity）以来，文化人類学上，

問題とされてきているいわゆる文化の 「＝元 （的徳造）論（dualism)J一一「右手」ー「浄」，「左手」
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ー 「不浄」 一ーといった 「右」・「左jのあり方とは異なったあり方といわなければならないのかも

しれない。問題は，そのような事実をいかK還解するかという乙とであるが，葬制上の「左（手）の

優越JK関しては， 「サカサjないし 「ギャク」という乙とが明確に示されている。たとえば， 「サ

カ（サ）グワjといって，いつもの愛作業では「右手」を先lとし 「左手Jを後にして鍬を持つのに対

して，かつて，土葬であった頃，墓穴に土をかける際には． 「逆JK, 「左手Jを先にし「右手Jを

後にして鍬を持ったといい，また， 「サカサ（ないし，ギャク）ピシャク」といって， 「湯滋jtζ際

して，ヒシャクを，いつ色の「右手JK持つ持ち方とは 「逆」にして f左手JI乙持つという ζとも

ある。なお，また，その「湯潅JK際して， 「サカサ水Jといって いつもは湯に水を入れて適混lと

するのに対して，水に湯を入れて適温iとしているし，乙のように，努第ljにかかわって， 「逆Jという

ζ とが明確に示されているのである。また，葬制上， 「左（お）勝Jという乙とをよくきくが，それ

は，常日頃（および祝事）の膳（料理）の並べ方とは「逆JK並べた鰭（料理）の乙とである。 （勿

論，料理の内容そのものが常日頃および祝事の場合と異なる乙とはいうまでもない。） ζのようにし

て，葬制上の「左（手）の優越」は，日常生活（および祝事）上の「右Jの「逆」としてとらえうる

ものと思われる。

と乙ろが，一方，氏神祭犯上の「左（手）の優越JIζ関しては そのような 「逆Jという ζとを知

る乙とができない。それよりも，ムラの神宮およびムラ人とのシメナワの張り方などに関する会話の

中で，農業上，と くに，水田稲作上，ムラの人々が重視している方位としての 「南Jと「東jとのか

かわりにおいて，その氏神祭記上の 「左（手）の優越Jの事実が濠解されていることが浮ぴ上ってき

ている。そのくわしい説明については，本論の末尾にかかげる私の小論を見ていただきたいが，それ

は，要するに，氏神社が「南」面するζ とを基準として，太陽の昇る 「東」側Kシメナワの「ナイ始

メJ（「元J. 「根」，あるいは， 「頭」）をおくが，その 「東」側は（神からいって）「左J側に

あたるという（ 「左Jと「東Jの符合としての）説明である。そのζ とは，たとえば，京都の都市権

選において， 「東」側が「左J京区であるということと原理的に同じ説明なのである。氏神祭紀上の

「左（手）の優越」に関するζのような説明をさらに検討することぞ今後の課題としている。確かに，

氏伸祭紀上，場合によ っては， 「右jがみられるζ とも事実である。私の知る氏神祭犯で， （「左マ

ワリJが多くの事例でみられる一方），たとえば． 「御田植祭」で，水田のまわりを f右マワリjlと

まわっていると ζろもある。そのような 「右マワリJをいかに理解するかという乙とも極めて重要で

あるζとはいうまでもとまい。と ζろが，そのように「右マワリ」にまわっていると ζろでも，シメナ

ワの 「左ナイ」をはじめとして，11-:i:」の事実が，また，顕著に示されているのである。そのために，

我が国の宗教民俗文化においては， 「左」が 「浄J（氏神祭詑）と 「不浄J（仏式の努制）とに， と

もに，結びついているとしてとらえる方がより基本的なのかもしれないという ζとも考えられる。今

後，まず，そのような事実認識を深めるとともに，そのような事実のより正しい理解・解釈に努めた

いと考えている。
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